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一 

は
じ
め
に 

 

関
東
大
震
災
後
の
一
九
二
四
年
、
船
舶
に
よ
る
海
上
旅
行
を

宣
伝
す
る
た
め
に
、
大
阪
商
船
株
式
会
社
の
広
報
誌
『
海
』
が
創

刊
さ
れ
た
。
同
誌
は
戦
局
の
逼
迫
に
よ
る
一
九
四
三
年
八
月
の

終
刊
ま
で
、
合
計
一
四
四
号
を
発
行
し
た
（
一
）
。
二
〇
世
紀
前
半

の
海
上
交
通
の
発
達
と
こ
の
時
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
「
大
大

阪
」
の
繁
栄
を
背
景
に
、『
海
』
は
一
海
運
会
社
の
広
報
誌
で
あ

り
な
が
ら
、
文
芸
的
な
要
素
も
網
羅
し
、
海
事
思
想
の
普
及
を
志

す
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
有
す
る
一
級
の
史
料
と
し
て

高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
二
）
。
広
報
誌
（
Ｐ
Ｒ
誌
）
と
い

う
独
特
な
雑
誌
を
研
究
す
る
意
義
は
小
さ
く
な
い
が
、
し
か
し

な
が
ら
、
企
業
社
史
の
分
析
を
除
け
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
視
点
か
ら

の
広
報
誌
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。 

 

二
〇
一
九
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
発
足
し
た
一
九
八
七
年
以
来

社
外
向
け
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
広
報
誌
『
Ｊ
Ｒ 

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
』
は

取
材
不
正
事
件
に
よ
っ
て
社
会
か
ら
激
し
い
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受

け
、
休
刊
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
手
交
通
会
社
が
発
行

す
る
広
報
誌
の
相
次
ぐ
休
廃
刊
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
化
と
紙
媒
体
の
衰
退
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の

激
変
を
背
景
に
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
即
時
性
が
高
い

取
組
み
が
主
流
と
な
り
、
広
報
誌
の
役
割
の
見
直
し
も
進
ん
で

い
る
。
二
〇
世
紀
末
ま
で
に
、
交
通
会
社
の
広
報
誌
が
開
花
し
た

時
代
は
次
第
に
幕
を
下
ろ
し
た
と
も
言
え
る
が
、
で
は
約
一
世

 

代
史
研
究
』
二
〇
〇
八
年
第
六
期
、
四
五―

六
三
頁
。 

(

一
〇) 

李
家
駒
『
商
務
印
書
館
与
近
代
知
識
文
化
的
伝
播
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
五

年
、
一
五
一
頁
。 

(

一
一) 

同
右
、
一
六
一
頁
。 

(

一
二) 

「
文
化
部
党
組
関
于
〝
出
版
社
内
組
織
編
輯
工
作
的
経
験
〟
稿
請
中
央
宣
伝
部

審
批
的
報
告
」（
一
九
五
七
年
）『
中
華
人
民
共
和
国
出
版
史
料
』
第
九
巻
、
中
国
書
籍

出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
九
一
頁
、
方
厚
枢
『
中
国
出
版
史
話
』
東
方
出
版
社
、
一
九

九
六
年
、
三
六
九
頁
。 

(

一
三) 

浅
野
基
生
「
中
国
で
動
き
出
し
た
「
民
国
時
期
文
献
保
護
計
画
」」『
ア
ジ
ア
情

報
室
通
報
』
第
一
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
二―

七
頁
、
李
強
「
〝
中
国
歴
史
文

献
総
庫·

民
国
図
書
数
拠
庫
〟
建
設
的
経
験
与
体
会
」『
上
海
高
校
図
書
情
報
工
作
研
究
』

二
〇
一
八
年
第
三
期
、
三
二―

三
三
頁
、Zhang Qiang and Robert W

eatherley. "The 
Rise of 'Republican Fever ' in the PRC and the Im

plications for CCP Legitim
acy." 

China Information, 27 (3), 2103, pp. 277-300. 
(

一
四)  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
に
中
国
国
家
図
書
館
が
閉
館
し
て

い
た
時
期
、
一
時
的
に
館
外
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
範
囲
が
拡
大
し
、
日
本
か
ら
も
「
民
国
図
書
数
拠
庫
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な

っ
た
。
本
稿
の
調
査
は
そ
の
時
期
（
二
〇
二
〇
年
四
月
頃
）
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
執
筆
時
点
の
最
新
の
デ
ー
タ
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
現
在

は
再
び
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
日
本
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
一
月
現
在
の
時
点
で
、
第
五
期
（
二
〇
一
九
年
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
依

然
と
し
て
最
新
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
調
査
時
以
降
に
小
規
模
な
変

更
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。 

(

一
五) 

日
文
図
書
と
い
う
分
類
も
あ
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
日
本
語

図
書
の
中
国
へ
の
影
響
を
捉
え
る
う
え
で
は
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
取
れ
る
。 

(

一
六) 

新
統
計
と
の
相
関
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
。
王
統
計r = 0.95

、
李
統
計

（
種
）r = 0.80

、
李
統
計
（
冊
）r = 0.50

、
百
年
統
計r = 0.94

。
い
ず
れ
も
有
意
な

 

相
関
が
あ
る (p < 0.01) 

。 
(

一
七) 

若
虚
「
昨
日
今
日
与
明
日
的
新
書
業
」『
中
国
新
書
月
報
』
創
刊
号
、
一
九
三
〇

年
一
二
月
、
二
頁
、
古
粋
鋒
・
華
狷
公
「
先
天
不
足
後
天
失
調
的
現
代
出
版
界
」『
中

国
新
書
月
報
』
第
一
巻
第
六
・
七
期
合
刊
、
一
九
三
一
年
六
月
、
一―

二
頁
。 

(

一
八) 

儲
安
平
「
一
年
来
的
中
国
出
版
界
」『
読
書
顧
問
』
第
四
期
、
一
九
三
五
年
一
月
、

一
三―

一
四
頁
。 

(

一
九) 

編
者
「
従
択
書
的
困
難
談
到
本
刊
底
任
務
」『
書
報
評
論
』
第
一
巻
第
一
期
、
一

九
三
一
年
一
月
、
一
頁
。
な
お
、
五
四
運
動
後
に
新
し
く
生
ま
れ
た
中
小
出
版
社
で
あ

る
い
わ
ゆ
る
「
新
書
店
」
に
つ
い
て
は
、Ling Shiao. "Culture, Com

m
erce, and 

Connections: The Inner Dynam
ics of New Culture Publishing in the Post-M

ay 
Fourth Period. " Brokaw, Cynthia Joanne and Christopher A. Reed. From 
W

oodblocks to the Internet: Chinese Publishing and Print Culture in Transition, 
Circa 1800 to 2008. Leiden: Brill, 2010, pp. 213-247

を
参
照
。 

(

二
〇) 

中
華
人
民
共
和
国
の
出
版
統
計
の
出
典
は
、
宋
、
前
掲
。 

(

二
一) 

当
時
の
中
国
の
人
口
は
約
四
億
六
千
二
百
万
人
（『
申
報
年
鑑
』
一
九
三
五
年
版

推
計
）、
日
本
の
人
口
は
植
民
地
を
含
め
約
九
千
七
百
万
人
（
う
ち
内
地
六
千
九
百
万

人
、
一
九
三
五
年
国
勢
調
査
、『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
一
九
三
六
年
）
で
あ
り
、
約

四
・
七
倍
の
差
が
あ
っ
た
。 

(

二
二) 

高
峯
博
「
読
書
能
率
底
増
進
法
」『
読
書
月
刊
』
第
一
巻
第
五
期
、
一
九
三
一
年

二
月
、
三
八―

三
九
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
比
護
遥
「
消
費
す
る
読
者
へ
の
政
治
的

期
待―

一
九
三
〇
年
代
中
国
の
読
書
雑
誌
を
手
掛
か
り
に
」『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
』
第
九
八
号
、
二
〇
二
一
年
、
六
九―

八
六
頁
を
参
照
。 
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紀
に
わ
た
る
歴
史
を
も
つ
交
通
系
広
報
誌
を
ど
の
よ
う
な
交
通

文
化
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
機
能

を
果
た
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
広
報
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
関
す

る
研
究
は
、
引
き
続
き
深
め
ら
れ
て
い
く
余
地
を
残
し
て
い
る
。 

 

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
交
通
系
広
報
誌
を
中
心
に
広
報
誌
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
こ

か
ら
広
報
誌
の
歴
史
的
変
遷
お
よ
び
社
会
的
機
能
を
整
理
し
、

企
業
広
報
と
交
通
文
化
の
分
析
に
利
用
す
る
可
能
性
を
検
討
す

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
運
会
社
の
広
報
誌
と
し
て
の
『
海
』

を
研
究
す
る
意
義
と
可
能
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

広
報
誌
研
究
の
特
徴 

 

は
じ
め
に
、
日
本
に
お
け
る
広
報
誌
の
発
達
史
を
概
観
し
た

い
。 

 

（
一
）
日
本
の
近
代
化
の
な
か
で
の
広
報
の
誕
生 

 

Ｐ
Ｒ
が
成
立
し
た
背
景
に
は
米
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア—

—

新
聞
・
雑
誌
・
出
版
の
発
展
が
あ
る
。「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
」
と
い
う
言
葉
は
一
八
九
七
年
、
ア
メ
リ
カ
鉄
道
協
会

の
資
金
調
達
の
た
め
の
文
書
に
現
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い

る
が
、
の
ち
に
近
代
Ｐ
Ｒ
の
父
と
呼
ば
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ

ー
ネ
イ
ズ
が
書
い
た
『
世
論
を
結
晶
化
す
る
』
か
ら
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
が
一
般
化
し
た
よ
う
で
あ
る
（
三
）
。 

 

日
本
で
「
広
報
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
た
の
は
一
八
七
二
年
、

日
本
最
初
の
日
刊
新
聞
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

一
八
九
二
年
に
は
広
告
代
理
業
「
弘
報
堂
」
も
設
立
さ
れ
た
。「
弘

報
」
と
は
広
く
知
ら
せ
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
三

年
に
南
満
洲
鉄
道
（
満
鉄
）
が
設
置
し
た
弘
報
係
と
い
う
部
署
名

を
「
広
報
」
と
い
う
言
葉
の
正
式
な
起
点
と
す
る
説
も
あ
る
（
四
）
。 

 

一
九
〇
六
年
、
半
官
半
民
の
特
殊
会
社
で
あ
る
南
満
洲
鉄
道

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
二
三
年
に
は
、「
弘
報
」
の
名

を
冠
し
た
会
社
組
織
が
満
洲
国
の
広
報
体
制
の
一
翼
を
担
っ
て

い
き
、
文
章
宣
伝
・
形
影
宣
伝
・
口
授
宣
伝
な
ど
の
業
務
が
進

ん
で
い
た
（
五
）
。
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
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ョ
ン
ズ
」
と
い
う
用
語
を
最
初
に
発
見
し
た
と
さ
れ
る
の
は
福

島
慎
太
郎
で
あ
る
が
、
そ
の
同
時
期
の
三
〇
年
代
に
は
満
鉄
弘

報
処
で
も
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
研
究
を
始
め
た
（
六
）
。 

 

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
大
企
業
の
多
く
に
広
報
部
門
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
の
初
め
ご
ろ
で
あ
り
、

ま
だ
た
か
だ
か
六
〇
数
年
の
歴
史
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
敗
戦

後
の
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
主
と
す
る
連
合
国
軍
総
司
令
部
に
よ

っ
て
間
接
統
治
を
受
け
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

オ
フ
ィ
ス
」
が
設
置
さ
れ
始
め
た
。
占
領
軍
の
示
唆
を
受
け
、
政

府
、
自
治
体
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
は
次
第
に
「
広
報
」
と
い
う
新
し

い
言
葉
に
収
斂
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
広
報
」

の
表
現
は
満
鉄
時
代
の
「
弘
報
」
か
ら
「
広
報
」
に
変
わ
っ
た
。

漢
字
制
限
に
よ
っ
て
「
弘
」
が
使
え
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
民
間
企
業
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
分
野
と
し
て
の
ア

メ
リ
カ
の
パ
タ
ー
ン
を
導
入
し
、「
ピ
ー
ア
ー
ル
」
部
門
が
開
設

さ
れ
た
（
七
）
。 

 

（
二
）
日
本
に
お
け
る
広
報
誌
の
変
貌
と
機
能 

 

メ
デ
ィ
ア
の
性
質
を
前
提
と
し
て
、
広
報
誌
の
定
義
を
明
確

に
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
三
島
万
里
は
比
較
メ
デ
ィ
ア
論
を
ベ

ー
ス
に
し
、
他
の
企
業
出
版
物
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ
グ

・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
と
の
比
較
の
な
か
で
、
広
報
誌
の
要
件
を

以
下
の
四
点
に
ま
と
め
た
。
①
企
業
が
広
報
の
目
的
に
沿
っ
て

企
業
理
念
や
活
動
内
容
な
ど
を
顧
客
・
地
域
住
民
・
一
般
社
会

な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ズ
（
利
害
関
係
者
）
に
発
行
す
る
。

②
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
③
一
定
の
ペ
ー
ジ
数
を
も
つ
。

④
情
報
内
容
は
多
岐
、
詳
細
で
あ
る
（
八
）
。 

 

洋
書
と
西
洋
小
間
物
の
輸
入
販
売
会
社
で
あ
っ
た
丸
善
が
発

行
す
る
『
學
鐙
』（
一
八
九
七
年
創
刊
）
は
企
業
広
報
誌
の
嚆
矢

と
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、『
學
鐙
』
は
、
現
在
も
発
行
さ
れ
て

い
る
広
報
誌
と
し
て
最
古
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
最
初
の
広
報

誌
は
、
守
田
治
兵
衛
が
一
八
七
八
年
に
発
行
し
た
『
芳
譚
雜
誌
』

で
あ
る
と
い
う
見
方
も
存
在
し
て
い
る
（
九
）
。 

  
戦
後
に
到
来
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
広
報
全
盛
の
時
代
に
つ

い
て
は
、
大
衆
消
費
社
会
が
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
。『
週
刊
朝

日
』
編
集
長
・
扇
谷
正
造
が
広
報
誌
を
「
Ｐ
Ｒ
雑
誌
」
と
名
付
け  

紀
に
わ
た
る
歴
史
を
も
つ
交
通
系
広
報
誌
を
ど
の
よ
う
な
交
通

文
化
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
機
能

を
果
た
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
広
報
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
関
す

る
研
究
は
、
引
き
続
き
深
め
ら
れ
て
い
く
余
地
を
残
し
て
い
る
。 

 

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
交
通
系
広
報
誌
を
中
心
に
広
報
誌
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
そ
こ

か
ら
広
報
誌
の
歴
史
的
変
遷
お
よ
び
社
会
的
機
能
を
整
理
し
、

企
業
広
報
と
交
通
文
化
の
分
析
に
利
用
す
る
可
能
性
を
検
討
す

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
海
運
会
社
の
広
報
誌
と
し
て
の
『
海
』

を
研
究
す
る
意
義
と
可
能
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。 

 

二 

広
報
誌
研
究
の
特
徴 

 

は
じ
め
に
、
日
本
に
お
け
る
広
報
誌
の
発
達
史
を
概
観
し
た

い
。 

 

（
一
）
日
本
の
近
代
化
の
な
か
で
の
広
報
の
誕
生 

 

Ｐ
Ｒ
が
成
立
し
た
背
景
に
は
米
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア—

—

新
聞
・
雑
誌
・
出
版
の
発
展
が
あ
る
。「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
」
と
い
う
言
葉
は
一
八
九
七
年
、
ア
メ
リ
カ
鉄
道
協
会

の
資
金
調
達
の
た
め
の
文
書
に
現
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い

る
が
、
の
ち
に
近
代
Ｐ
Ｒ
の
父
と
呼
ば
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ

ー
ネ
イ
ズ
が
書
い
た
『
世
論
を
結
晶
化
す
る
』
か
ら
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
が
一
般
化
し
た
よ
う
で
あ
る
（
三
）
。 

 

日
本
で
「
広
報
」
と
い
う
言
葉
が
現
れ
た
の
は
一
八
七
二
年
、

日
本
最
初
の
日
刊
新
聞
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

一
八
九
二
年
に
は
広
告
代
理
業
「
弘
報
堂
」
も
設
立
さ
れ
た
。「
弘

報
」
と
は
広
く
知
ら
せ
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
三

年
に
南
満
洲
鉄
道
（
満
鉄
）
が
設
置
し
た
弘
報
係
と
い
う
部
署
名

を
「
広
報
」
と
い
う
言
葉
の
正
式
な
起
点
と
す
る
説
も
あ
る
（
四
）
。 

 

一
九
〇
六
年
、
半
官
半
民
の
特
殊
会
社
で
あ
る
南
満
洲
鉄
道

株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
二
三
年
に
は
、「
弘
報
」
の
名

を
冠
し
た
会
社
組
織
が
満
洲
国
の
広
報
体
制
の
一
翼
を
担
っ
て

い
き
、
文
章
宣
伝
・
形
影
宣
伝
・
口
授
宣
伝
な
ど
の
業
務
が
進

ん
で
い
た
（
五
）
。
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
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た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
活
動
の
重
要
性
が
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
資
生
堂
『
花
椿
』（
一
九
五
九
年

に
一
〇
〇
万
部
突
破
）
を
は
じ
め
、
サ
ン
ト
リ
ー
『
洋
酒
天
国
』

（
一
〇
）（
一
九
五
七
年
創
刊
）、
銀
座
百
店
会
『
銀
座
百
店
』（
一
九

五
五
年
創
刊
）
な
ど
文
化
誌
的
性
格
を
も
っ
た
広
報
誌
も
こ
の

時
代
に
創
刊
さ
れ
た
。 

 

六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
企
業
と
社
会
の
利
害
が
衝
突
す
る
場

面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
企
業
広
報
は
企
業
防

衛
の
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
製
品
広
報
か
ら
文
化
誌
へ
の
転
換

が
顕
著
に
な
っ
た
と
、
三
島
は
述
べ
て
い
る
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

『
グ
ラ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』（
一
九
六
七
年
創
刊
）
や
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
『
無
限
大
』（
一
九
六
六
年
創
刊
）
な
ど
、
大
宅
壮
一
が
「
社

会
派
Ｐ
Ｒ
誌
」
と
呼
ん
だ
一
群
が
雨
後
の
筍
の
ご
と
く
創
刊
さ

れ
た
（
一
一
）
。 

  

三
島
は
、企
業
広
報
誌
の
機
能
を
合
計
一
二
点
に
あ
げ
て
（
一
二
）

（
一
三
）
、
広
報
誌
機
能
へ
の
考
察
を
二
つ
の
方
向
か
ら
展
開
し
た
。

ま
ず
、
企
業
と
社
会
の
強
い
愛
着
関
係
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
に

焦
点
を
当
て
、
産
業
分
野
別
に
比
較
検
討
す
べ
き
代
表
的
企
業

広
報
誌
の
事
例
を
挙
げ
、
威
信
付
与
、
情
報
伝
達
、
娯
楽
提
供
、

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
企

業
広
報
誌
の
企
業
広
報
上
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

た
（
一
四
）
。
一
方
で
、
文
化
誌
の
性
格
を
備
え
る
雑
誌
と
し
て
、
も

っ
と
広
い
意
味
で
社
会
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
例
も
あ
っ
た
。

広
報
誌
が
製
品
情
報
伝
達
の
み
で
は
な
く
、
製
品
周
り
の
文
化

伝
承
・
娯
楽
提
供
に
努
め
る
と
い
う
こ
と
が
新
し
い
流
れ
と
し

て
着
目
に
値
い
し
よ
う
。『
學
鐙
』、『
時
好
』（
三
越
、
一
九
〇
二

年
創
刊
）、『
嗜
好
』（
明
治
屋
、
一
九
〇
八
年
創
刊
）
と
い
う
輸

入
商
品
販
売
の
広
報
誌
は
、
い
ず
れ
も
読
書
文
化
、
食
生
活
文
化

と
い
う
、
企
業
が
提
供
す
る
商
品
の
使
用
価
値
以
外
の
側
面
を

強
調
し
つ
つ
西
洋
文
化
を
日
本
社
会
に
周
知
・
啓
蒙
す
る
機
能

を
発
揮
し
た
（
一
五
）
。
企
業
文
化
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
丸
善
は
い
わ

ば
西
欧
文
化
の
窓
口
と
し
て
特
に
男
性
知
識
人
階
層
に
フ
ァ
ン

を
持
っ
て
い
て
、「
紳
士
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
濃
厚
だ
。
一
方
、「
男

物
は
丸
善
、
女
物
は
三
越
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

三
越
は
女
性
文
化
の
旗
手
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
（
一
六
）
。
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全
体
の
傾
向
と
し
て
、
製
品
情
報
伝
達
・
解
説
機
能
重
視
か
ら

産
業
・
生
活
文
化
形
成
・
伝
承
機
能
重
視
に
移
行
し
て
い
る
こ

と
が
見
ら
れ
る
。 

 

（
三
）
広
報
と
交
通
の
親
和
性 

 

前
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
」
と
い
う
用
語
は
ア
メ
リ
カ
鉄
道
協
会
の
文
書
か
ら
登
場
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
株
式
会
社
』
に
よ
る
と
、「
南
北
戦
争

か
ら
一
八
九
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
ウ
ォ
ー
ル
街
は
ほ
と
ん
ど

鉄
道
会
社
の
膨
大
な
資
金
調
達
の
た
め
だ
け
に
存
在
し
て
い
る

（
一
七
）
」
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
米
国
で
は
、
歴
史
的
に
鉄
道
産
業

が
民
間
に
担
わ
れ
て
お
り
、
富
や
権
力
が
集
中
す
る
巨
大
産
業

で
あ
っ
た
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
は
、
一
九
〇
六
年
に
ア
イ

ヴ
ィ
・
リ
ー
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
雇
い
、
鉄
道
事
故
に

あ
た
っ
て
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
よ
く
対
応
し
た
。
リ
ー
は
「
新
聞
報
道

だ
け
で
は
好
意
的
な
世
論
を
作
り
出
せ
な
い
、
ト
ッ
プ
が
行
い

を
改
め
た
こ
と
を
民
衆
に
見
せ
る
べ
き
だ
」
と
し
て
、
企
業
と
民

衆
と
の
「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
重
視
し
た

（
一
八
）
。 

 

す
な
わ
ち
、
権
力
集
中
で
あ
り
な
が
ら
広
く
民
衆
に
利
用
さ

れ
る
と
い
う
性
格
を
持
つ
鉄
道
会
社
は
、
強
力
な
独
占
企
業
と

し
て
情
報
公
開
も
含
め
Ｐ
Ｒ
的
活
動
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る

（
一
九
）
。 

 

他
方
、
日
本
の
鉄
道
は
、
明
治
初
期
以
来
、
長
き
に
わ
た
っ
て

国
家
機
構
の
一
部
と
し
て
発
展
し
て
い
く
（
二
〇
）
。
日
本
に
お
い

て
相
次
ぐ
鉄
道
行
政
の
所
管
変
更
、
監
督
組
織
と
現
業
組
織
の

分
離
に
よ
る
混
乱
は
、
一
九
〇
六
年
の
鉄
道
国
有
化
を
き
っ
か

け
に
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
陸
上
交
通
と
し
て
の
鉄
道
事
業
が

国
土
管
理
と
物
資
運
送
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
政
府
の
行
政
管

轄
（
鉄
道
院
・
鉄
道
省
）
に
収
斂
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
な
お
、
国

境
を
越
え
て
外
地
で
あ
っ
た
中
国
関
東
州
の
官
営
鉄
道
網
も
視

野
に
入
ら
れ
、
南
満
洲
鉄
道
（
満
鉄
）
の
監
督
権
が
関
東
庁
お
よ

び
拓
殖
局
と
と
も
に
鉄
道
院
に
所
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
か

で
交
通
と
政
治
の
深
い
関
連
性
が
顕
在
化
し
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
一
九
二
三
年
に
国
家
権
力
の
集
中
す
る
満
鉄
が
設

立
し
た
「
弘
報
係
」
が
、
政
治
の
正
当
性
を
発
信
す
る
こ
と
を
主

 

た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
活
動
の
重
要
性
が
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
資
生
堂
『
花
椿
』（
一
九
五
九
年

に
一
〇
〇
万
部
突
破
）
を
は
じ
め
、
サ
ン
ト
リ
ー
『
洋
酒
天
国
』

（
一
〇
）（
一
九
五
七
年
創
刊
）、
銀
座
百
店
会
『
銀
座
百
店
』（
一
九

五
五
年
創
刊
）
な
ど
文
化
誌
的
性
格
を
も
っ
た
広
報
誌
も
こ
の

時
代
に
創
刊
さ
れ
た
。 

 

六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
企
業
と
社
会
の
利
害
が
衝
突
す
る
場

面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
企
業
広
報
は
企
業
防

衛
の
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
製
品
広
報
か
ら
文
化
誌
へ
の
転
換

が
顕
著
に
な
っ
た
と
、
三
島
は
述
べ
て
い
る
。
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

『
グ
ラ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』（
一
九
六
七
年
創
刊
）
や
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
『
無
限
大
』（
一
九
六
六
年
創
刊
）
な
ど
、
大
宅
壮
一
が
「
社

会
派
Ｐ
Ｒ
誌
」
と
呼
ん
だ
一
群
が
雨
後
の
筍
の
ご
と
く
創
刊
さ

れ
た
（
一
一
）
。 

  

三
島
は
、企
業
広
報
誌
の
機
能
を
合
計
一
二
点
に
あ
げ
て
（
一
二
）

（
一
三
）
、
広
報
誌
機
能
へ
の
考
察
を
二
つ
の
方
向
か
ら
展
開
し
た
。

ま
ず
、
企
業
と
社
会
の
強
い
愛
着
関
係
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
に

焦
点
を
当
て
、
産
業
分
野
別
に
比
較
検
討
す
べ
き
代
表
的
企
業

広
報
誌
の
事
例
を
挙
げ
、
威
信
付
与
、
情
報
伝
達
、
娯
楽
提
供
、

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
企

業
広
報
誌
の
企
業
広
報
上
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

た
（
一
四
）
。
一
方
で
、
文
化
誌
の
性
格
を
備
え
る
雑
誌
と
し
て
、
も

っ
と
広
い
意
味
で
社
会
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
例
も
あ
っ
た
。

広
報
誌
が
製
品
情
報
伝
達
の
み
で
は
な
く
、
製
品
周
り
の
文
化

伝
承
・
娯
楽
提
供
に
努
め
る
と
い
う
こ
と
が
新
し
い
流
れ
と
し

て
着
目
に
値
い
し
よ
う
。『
學
鐙
』、『
時
好
』（
三
越
、
一
九
〇
二

年
創
刊
）、『
嗜
好
』（
明
治
屋
、
一
九
〇
八
年
創
刊
）
と
い
う
輸

入
商
品
販
売
の
広
報
誌
は
、
い
ず
れ
も
読
書
文
化
、
食
生
活
文
化

と
い
う
、
企
業
が
提
供
す
る
商
品
の
使
用
価
値
以
外
の
側
面
を

強
調
し
つ
つ
西
洋
文
化
を
日
本
社
会
に
周
知
・
啓
蒙
す
る
機
能

を
発
揮
し
た
（
一
五
）
。
企
業
文
化
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
丸
善
は
い
わ

ば
西
欧
文
化
の
窓
口
と
し
て
特
に
男
性
知
識
人
階
層
に
フ
ァ
ン

を
持
っ
て
い
て
、「
紳
士
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
濃
厚
だ
。
一
方
、「
男

物
は
丸
善
、
女
物
は
三
越
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

三
越
は
女
性
文
化
の
旗
手
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
（
一
六
）
。
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目
的
と
し
な
が
ら
交
通
と
広
報
の
親
和
性
を
よ
り
深
め
る
こ
と

を
目
指
し
た
の
も
、
ゆ
え
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 

次
節
か
ら
交
通
広
報
誌
に
ま
つ
わ
る
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
し
て

お
き
た
い
。 

 

三 

交
通
系
広
報
誌
に
関
す
る
先
行
研
究 

 （
一
）
交
通
系
広
報
誌
の
定
義 

 

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
交
通
系
広
報
誌
の
範
囲
に
つ
い

て
の
ま
と
め
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず

そ
の
定
義
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。 

 

三
島
の
広
報
誌
に
対
す
る
定
義
を
踏
ま
え
、
交
通
系
広
報
誌

は
交
通
機
関
が
広
報
の
目
的
に
沿
っ
て
企
業
理
念
や
活
動
内
容

な
ど
を
広
く
社
会
に
伝
え
る
雑
誌
で
あ
る
と
定
義
し
て
お
く
。

不
特
定
多
数
の
人
々
・
物
が
利
用
す
る
交
通
の
方
式
・
手
段
と

し
て
整
備
さ
れ
た
体
系
を
公
共
交
通
機
関
と
呼
ぶ
。
国
営
で
あ

れ
私
営
で
あ
れ
、
旅
客
輸
送
で
あ
れ
貨
物
輸
送
で
あ
れ
、
陸
運

（
鉄
道
〈
地
下
鉄
・
新
幹
線
〉
自
動
車
〈
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
〉
な

ど
）
・
空
運
・
海
運
に
か
か
わ
る
機
関
が
一
般
的
に
主
体
と
見

な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
一
定
の
ペ
ー
ジ
数
を
も
つ
こ
と
、
定

期
的
な
刊
行
ペ
ー
ス
、
多
岐
に
わ
た
る
情
報
内
容
を
も
つ
こ
と

も
必
要
条
件
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
社
員
に
向

け
る
社
内
報
は
、
最
近
で
は
、
企
業
広
報
の
重
要
な
一
部
と
な
っ

て
い
る
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
一
九
五
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
人
事

労
務
部
門
の
業
務
と
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
特
に
触
れ
な
い
。
ま
た
、
交
通
機

関
が
発
行
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
旅
行
案
内
書
な
ど
は
定
期
的

に
刊
行
さ
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
そ
れ
ら

を
「
雑
誌
」
と
し
て
取
扱
わ
な
い
。
こ
れ
ま
で
代
表
的
な
交
通
系

広
報
誌
を
附
録
の
表
に
ま
と
め
た
。 

 

（
二
）
鉄
道
広
報
誌
と
郊
外
余
暇
ス
タ
イ
ル
の
構
築 

鉄
道
会
社
が
発
行
す
る
雑
誌
は
当
時
の
市
民
の
余
暇
生
活
文

化
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
窓
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
（
明
治

二
三
年
）
軌
道
条
例
制
定
後
、
道
路
上
の
軌
道
に
電
車
を
運
行
す

る
市
内
連
絡
な
い
し
都
市
連
絡
電
気
鉄
道
が
相
次
い
で
開
業
し
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た
。
こ
の
時
期
の
大
阪
市
を
中
心
と
し
た
人
口
集
中
が
、
交
通
革

命
を
促
し
た
の
で
あ
る
（
二
一
）
。
一
九
一
一
年
四
月
の
神
戸
電
気

鉄
道
開
業
を
契
機
に
、
戦
前
の
阪
神
地
域
は
優
良
な
郊
外
住
宅

地
お
よ
び
遊
覧
地
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
富
裕

層
が
阪
神
地
域
に
移
住
し
新
し
い
郊
外
住
宅
地
を
形
成
し
て
い

っ
た
（
二
二
）
。 

竹
村
は
阪
神
交
通
文
化
圏
形
成
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
過

程
で
、
阪
神
電
気
鉄
道
（
一
九
〇
五
年
開
業
）
が
同
電
鉄
沿
線
居

住
者
を
対
象
と
し
て
発
行
し
た
Ｐ
Ｒ
誌
『
郊
外
生
活
』（
一
九
一

四
年
～
一
九
一
五
年
）
を
素
材
と
し
て
、
余
暇
環
境
と
し
て
の
郊

外
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
阪
神
電
気
鉄
道
は
、
鉄
道
事

業
の
拡
大
の
た
め
に
沿
線
の
土
地
開
発
や
賃
家
経
営
に
取
り
組

み
、
大
阪
・
神
戸
な
ど
の
大
都
市
か
ら
の
移
住
を
推
奨
し
た
。
沿

線
住
民
の
余
暇
活
動
の
み
な
ら
ず
、
自
然
へ
の
関
心
を
積
極
的

に
組
織
し
よ
う
と
し
た
点
で
こ
の
Ｐ
Ｒ
誌
は
注
目
に
値
す
る

（
二
三
）
。
田
園
趣
味
や
六
甲
山
登
山
の
提
唱
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
郊
外
生
活
』
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
郊
外
生
活
の
価
値

を
認
識
し
た
先
駆
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
阪
神
電
鉄
が
一

九
〇
八
年
に
刊
行
し
た
『
市
外
居
住
の
す
す
め
』
は
同
様
に
、
郊

外
生
活
へ
の
不
安
を
解
消
し
て
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

飲
料
水
や
医
療
な
ど
、
健
康
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。 

竹
村
に
よ
る
と
、
阪
急
よ
り
も
早
く
開
発
さ
れ
た
阪
神
鉄
道

が
推
進
し
た
余
暇
文
化
は
、
阪
急
交
通
文
化
圏
の
成
立
を
正
し

く
理
解
す
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
（
二
四
）
。
阪
神
間
に
対
す
る
出

遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
が
刊
行
し
た
Ｐ
Ｒ

誌
『
山
容
水
態
』（
一
九
一
三
年
創
刊
）
も
、
郊
外
ユ
ー
ト
ピ
ア

の
形
成
の
な
か
で
再
評
価
さ
れ
た
（
二
五
）
。
安
野
彰
は
『
山
容
水

態
』
に
お
け
る
沿
線
住
宅
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
宝
塚
文
化
形
成
の

一
端
に
注
目
し
た
。
広
報
誌
の
内
容
と
し
て
、
沿
線
の
住
宅
地
、

動
物
園
、
新
温
泉
と
い
っ
た
娯
楽
施
設
と
名
所
旧
跡
が
こ
と
こ

ま
か
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
人
々
が
箕
有
電
軌
へ

の
憧
憬
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
過
程
で
宝
塚
の
特
異
性
の

基
底
と
な
る
「
清
新
さ
」
と
沿
線
土
地
に
お
い
て
山
や
水
が
作
り

出
す
「
清
新
な
」
環
境
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

と
安
野
は
結
論
づ
け
て
い
る
（
二
六
）
。 

そ
れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
雑
誌
は
単
な
る
宣
伝
や
カ
タ
ロ
グ
で
は
な
く
、  

目
的
と
し
な
が
ら
交
通
と
広
報
の
親
和
性
を
よ
り
深
め
る
こ
と

を
目
指
し
た
の
も
、
ゆ
え
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 

次
節
か
ら
交
通
広
報
誌
に
ま
つ
わ
る
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
し
て

お
き
た
い
。 

 

三 

交
通
系
広
報
誌
に
関
す
る
先
行
研
究 

 （
一
）
交
通
系
広
報
誌
の
定
義 

 

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
交
通
系
広
報
誌
の
範
囲
に
つ
い

て
の
ま
と
め
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず

そ
の
定
義
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。 

 

三
島
の
広
報
誌
に
対
す
る
定
義
を
踏
ま
え
、
交
通
系
広
報
誌

は
交
通
機
関
が
広
報
の
目
的
に
沿
っ
て
企
業
理
念
や
活
動
内
容

な
ど
を
広
く
社
会
に
伝
え
る
雑
誌
で
あ
る
と
定
義
し
て
お
く
。

不
特
定
多
数
の
人
々
・
物
が
利
用
す
る
交
通
の
方
式
・
手
段
と

し
て
整
備
さ
れ
た
体
系
を
公
共
交
通
機
関
と
呼
ぶ
。
国
営
で
あ

れ
私
営
で
あ
れ
、
旅
客
輸
送
で
あ
れ
貨
物
輸
送
で
あ
れ
、
陸
運

（
鉄
道
〈
地
下
鉄
・
新
幹
線
〉
自
動
車
〈
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
〉
な

ど
）
・
空
運
・
海
運
に
か
か
わ
る
機
関
が
一
般
的
に
主
体
と
見

な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
一
定
の
ペ
ー
ジ
数
を
も
つ
こ
と
、
定

期
的
な
刊
行
ペ
ー
ス
、
多
岐
に
わ
た
る
情
報
内
容
を
も
つ
こ
と

も
必
要
条
件
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
社
員
に
向

け
る
社
内
報
は
、
最
近
で
は
、
企
業
広
報
の
重
要
な
一
部
と
な
っ

て
い
る
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
一
九
五
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
人
事

労
務
部
門
の
業
務
と
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
特
に
触
れ
な
い
。
ま
た
、
交
通
機

関
が
発
行
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
旅
行
案
内
書
な
ど
は
定
期
的

に
刊
行
さ
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
そ
れ
ら

を
「
雑
誌
」
と
し
て
取
扱
わ
な
い
。
こ
れ
ま
で
代
表
的
な
交
通
系

広
報
誌
を
附
録
の
表
に
ま
と
め
た
。 

 

（
二
）
鉄
道
広
報
誌
と
郊
外
余
暇
ス
タ
イ
ル
の
構
築 

鉄
道
会
社
が
発
行
す
る
雑
誌
は
当
時
の
市
民
の
余
暇
生
活
文

化
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
窓
で
あ
る
。
一
八
九
〇
年
（
明
治

二
三
年
）
軌
道
条
例
制
定
後
、
道
路
上
の
軌
道
に
電
車
を
運
行
す

る
市
内
連
絡
な
い
し
都
市
連
絡
電
気
鉄
道
が
相
次
い
で
開
業
し
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読
物
や
評
論
な
ど
内
容
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
も
と
も
と
富
裕
層

の
興
味
を
引
く
と
い
う
よ
り
、
民
衆
路
線
を
と
り
な
が
ら
、
出
現

し
つ
つ
あ
っ
た
新
中
間
層
の
心
を
掴
み
、
阪
急
沿
線
を
舞
台
と

し
た
郊
外
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
の
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
提
示
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
だ
。 

こ
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
は

阪
神
・
阪
急
な
ど
大
手
電
鉄
会
社
が
手
掛
け
た
郊
外
住
宅
地
の

形
成
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
逆
に
い

え
ば
、
鉄
道
会
社
が
発
行
す
る
広
報
誌
は
、
各
電
鉄
が
沿
線
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
広
報
戦
略
の
方
向
性
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

会
社
は
沿
線
の
住
宅
地
開
発
や
賃
家
経
営
を
積
極
的
に
進
め
る

一
方
で
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
事
業
に
も
力
を
注
ぎ
、
遊
園
地
、
ホ

テ
ル
、
歌
劇
場
、
百
貨
店
経
営
な
ど
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
鉄
道

の
多
角
的
な
集
客
戦
略
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
交
通
や
都
市
文

化
と
の
接
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
三
）
鉄
道
会
社
の
広
報
（
宣
伝
）
事
業
：
鉄
道
に
よ
っ
て
政
治 

的
表
象
を
読
み
解
く 

 

前
述
し
た
満
鉄
の
広
報
組
織
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
重
要
な
武

器
と
認
識
し
て
い
た
。
日
本
国
内
、
満
洲
国
、
中
国
、
欧
米
と
密

接
に
連
絡
を
取
り
合
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
満
洲
弘
報
協
会
、
満
洲

国
通
信
社
、
満
洲
調
査
機
関
連
合
会
、
満
洲
映
画
協
会
、
満
洲
観

光
委
員
会
、
満
洲
日
日
新
聞
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
築
い
た
。

満
鉄
の
刊
行
物
は
多
彩
な
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
強
調
さ
れ
、

一
九
三
三
年
か
ら
創
刊
さ
れ
た
グ
ラ
フ
Ｐ
Ｒ
誌 

『
満
洲
グ
ラ
フ
』

は
そ
の
代
表
例
で
あ
っ
た
。
鉄
道
沿
線
の
景
観
を
軸
に
、
満
洲
に

お
け
る
生
活
・
風
俗
・
工
業
・
農
業
・
漁
業
・
民
族
美
術
・
各
民

族
の
特
集
な
ど
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鉄
道
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
る
景
観
が
広
報
誌
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
っ
て
国
家
的
な
パ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
組
み
込
ま
れ
、
満
洲
国
の
「
想
像
の
共
同
体
」
の

形
成
に
一
役
買
う
と
い
う
一
連
の
仕
組
み
で
あ
る
。
既
存
の
研

究
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
文
脈
の
な
か
で
満
鉄
弘
報
課
の
メ

デ
ィ
ア
文
化
政
策
の
中
に
お
け
る
同
誌
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
が
あ
る
（
二
七
）（
二
八
）
。
報
道
写
真
研
究
の
中
に
も
、

内
閣
情
報
部
が
推
進
し
た
「
写
真
報
道
事
業
」
が
加
速
さ
せ
た
グ
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ラ
フ
雑
誌
発
行
の
一
連
の
流
れ
の
中
に
同
誌
を
位
置
付
け
る
も

の
も
あ
る
（
二
九
）
。
ま
た
、
広
報
誌
の
具
体
的
な
内
容
を
踏
ま
え
つ

つ
、
グ
ラ
フ
ィ
ズ
ム
の
な
か
に
現
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
表
現
と
植

民
地
主
義
の
葛
藤
（
三
〇
）
、
あ
る
い
は
表
象
さ
れ
た
先
住
民
と
女

性
に
よ
る
民
族
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
階
層
化
（
三
一
）

に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
ほ
か
、
鉄
道
建
設
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
小
説
「
白
蘭
の
歌
」

が
『
毎
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
、
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら

発
展
が
著
し
い
満
洲
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
打
ち
出
さ
れ
た
。 

 

半
官
半
民
の
満
鉄
は
、
鉄
道
会
社
で
あ
り
な
が
ら
、
調
査
研
究

機
関
で
も
あ
っ
た
。
満
洲
に
お
け
る
特
殊
な
使
命
を
帯
び
、
国
益

を
担
っ
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
満
洲
の
経
済
・
交
通
を
中
心
に
、

農
業
、
畜
牧
業
な
ど
の
知
識
と
デ
ー
タ
を
集
積
し
、
ロ
シ
ア
や
中

国
の
動
き
を
睨
ん
で
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
満
鉄
は
、
自
ら
の
存

在
の
正
当
性
を
社
内
外
に
知
ら
し
め
る
こ
と
な
し
に
は
、
存
在

で
き
な
い
企
業
で
も
あ
っ
た
。
鉄
道
広
報
誌
は
会
社
の
広
報
戦

略
の
一
部
分
で
あ
る
と
同
時
に
、
鉄
道
を
利
用
し
て
「
満
洲
国
」

の
正
当
性
を
国
内
外
に
主
張
し
よ
う
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
機
能

も
担
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
政
治
性
と
商
業
性
が
絡
み
合
う
複

層
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

（
四
）
旅
行
文
化
の
考
察
に
お
け
る
鉄
道
広
報
誌
の
欠
落 

 

以
上
の
よ
う
に
、
交
通
系
広
報
誌
に
対
す
る
分
析
を
通
じ
て

交
通
と
経
済
・
文
化
お
よ
び
政
治
（
国
家
）
を
結
び
つ
け
て
論
じ

る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
鉄
道
広
報
誌
を
対
象
と
し

て
旅
行
文
化
を
検
討
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
鉄
道
が
旅
行
よ
り
も
日
常
生
活
を
重
視
し
て
お
り
、
鉄

道
広
報
も
こ
れ
に
重
点
化
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
広

報
誌
の
代
わ
り
に
鉄
道
会
社
が
発
行
す
る
旅
行
案
内
書
・
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
旅
行
宣
伝
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

一
九
〇
九
年
、
鉄
道
院
（
三
二
）

の
編
集
に
よ
る
『
遊
覧
地
案
内

・
鉄
道
院
線
沿
道
』
は
、
鉄
道
国
有
法
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
、
鉄

道
院
の
管
轄
の
下
に
お
か
れ
た
全
国
の
鉄
道
沿
線
を
案
内
す
る

も
の
で
あ
り
、「
新
た
に
旅
行
者
と
な
っ
た
人
」
を
も
生
み
出
し

た
（
三
三
）
。
こ
の
案
内
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
全
国
を
一
冊
で
一
覧

し
う
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
始
め
、
一
九
〇  

読
物
や
評
論
な
ど
内
容
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
も
と
も
と
富
裕
層

の
興
味
を
引
く
と
い
う
よ
り
、
民
衆
路
線
を
と
り
な
が
ら
、
出
現

し
つ
つ
あ
っ
た
新
中
間
層
の
心
を
掴
み
、
阪
急
沿
線
を
舞
台
と

し
た
郊
外
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
の
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
提
示
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
だ
。 

こ
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
は

阪
神
・
阪
急
な
ど
大
手
電
鉄
会
社
が
手
掛
け
た
郊
外
住
宅
地
の

形
成
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
逆
に
い

え
ば
、
鉄
道
会
社
が
発
行
す
る
広
報
誌
は
、
各
電
鉄
が
沿
線
で
ア

ピ
ー
ル
す
る
広
報
戦
略
の
方
向
性
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。

会
社
は
沿
線
の
住
宅
地
開
発
や
賃
家
経
営
を
積
極
的
に
進
め
る

一
方
で
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
事
業
に
も
力
を
注
ぎ
、
遊
園
地
、
ホ

テ
ル
、
歌
劇
場
、
百
貨
店
経
営
な
ど
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
鉄
道

の
多
角
的
な
集
客
戦
略
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
交
通
や
都
市
文

化
と
の
接
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
三
）
鉄
道
会
社
の
広
報
（
宣
伝
）
事
業
：
鉄
道
に
よ
っ
て
政
治 

的
表
象
を
読
み
解
く 

 

前
述
し
た
満
鉄
の
広
報
組
織
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
重
要
な
武

器
と
認
識
し
て
い
た
。
日
本
国
内
、
満
洲
国
、
中
国
、
欧
米
と
密

接
に
連
絡
を
取
り
合
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
満
洲
弘
報
協
会
、
満
洲

国
通
信
社
、
満
洲
調
査
機
関
連
合
会
、
満
洲
映
画
協
会
、
満
洲
観

光
委
員
会
、
満
洲
日
日
新
聞
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
築
い
た
。

満
鉄
の
刊
行
物
は
多
彩
な
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
強
調
さ
れ
、

一
九
三
三
年
か
ら
創
刊
さ
れ
た
グ
ラ
フ
Ｐ
Ｒ
誌 

『
満
洲
グ
ラ
フ
』

は
そ
の
代
表
例
で
あ
っ
た
。
鉄
道
沿
線
の
景
観
を
軸
に
、
満
洲
に

お
け
る
生
活
・
風
俗
・
工
業
・
農
業
・
漁
業
・
民
族
美
術
・
各
民

族
の
特
集
な
ど
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鉄
道
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
る
景
観
が
広
報
誌
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
っ
て
国
家
的
な
パ
ー
ス

ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
組
み
込
ま
れ
、
満
洲
国
の
「
想
像
の
共
同
体
」
の

形
成
に
一
役
買
う
と
い
う
一
連
の
仕
組
み
で
あ
る
。
既
存
の
研

究
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
文
脈
の
な
か
で
満
鉄
弘
報
課
の
メ

デ
ィ
ア
文
化
政
策
の
中
に
お
け
る
同
誌
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
が
あ
る
（
二
七
）（
二
八
）
。
報
道
写
真
研
究
の
中
に
も
、

内
閣
情
報
部
が
推
進
し
た
「
写
真
報
道
事
業
」
が
加
速
さ
せ
た
グ
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九
年
以
降
昭
和
初
期
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
三
四
）
。

そ
の
あ
と
、
国
家
機
関
が
主
体
と
な
っ
て
の
鉄
道
沿
線
の
旅
行

案
内
書
が
一
貫
し
て
編
纂
さ
れ
続
け
る
。 

 

先
行
研
究
で
は
、
鉄
道
旅
行
案
内
が
豊
富
な
情
報
を
保
有
す

る
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
し
ば
し
ば
焦

点
化
さ
れ
る
の
は
、
具
体
的
な
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
大
道

は
「
旅
」
に
お
け
る
恐
山
の
位
置
付
け
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
。
娯

楽
を
主
体
と
し
た
近
代
の
旅
、
す
な
わ
ち
観
光
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

と
い
う
新
た
な
旅
の
文
化
を
成
立
さ
せ
る
も
の
は
、
近
代
輸
送

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
、
鉄
道
旅
行
案
内
に
よ
っ
て
、
恐
山
は

鉄
道
網
か
ら
脱
落
し
、「
訪
れ
る
べ
き
場
所
」
か
ら
「
車
窓
の
風

景
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
（
三
五
）
。
広
瀨
も
鉄
道
旅
行
案
内
を
利

用
し
、
温
泉
地
域
の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
快
に
説
明
し
た

（
三
六
）
。 

 

た
だ
、
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
目
的
地
と
し
て
の
観
光
地
の

数
々
を
紹
介
す
る
が
、
ル
ー
ト
に
関
す
る
描
写
は
少
な
い
。
単
な

る
ど
こ
か
の
旅
行
先
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
・
旅
行
先
に
対
す
る

ま
な
ざ
し
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
広
報
誌
は
移
動
す
る

こ
と
そ
れ
自
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
な
機
能

の
一
つ
で
あ
る
。
客
観
的
な
観
光
地
情
報
の
網
羅
よ
り
、
広
報
誌

は
よ
り
主
観
的
で
あ
り
、
企
業
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
り
忠
実

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
企
業
の
意
図
や
行
動
を
よ
り
立
体
的
に
捉

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

四 

お
わ
り
に 

  

こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
交
通
系
広
報
誌
研
究
の
系
譜
を
振

り
返
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
と
機
能
に
注
目
し
な
が
ら
、
雑
誌

の
内
容
分
析
を
通
じ
て
色
々
な
側
面
か
ら
交
通
と
都
市
文
化
・

経
済
・
政
治
の
関
連
性
を
考
察
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。 

 

広
報
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
企
業
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
質

を
内
包
す
る
か
ら
こ
そ
、
会
社
の
集
客
戦
略
を
全
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
私
鉄
経
営
に
乗
り
出
し
た

小
林
一
三
は
乗
客
を
誘
致
す
べ
く
、
沿
線
住
宅
地
や
遊
園
地
の

開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
大
量
に
ば
ら
ま

き
、
独
特
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
形
成
し
た
と
い
う
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こ
と
が
広
報
誌
か
ら
読
み
解
け
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
鉄
道

会
社
に
と
っ
て
の
周
辺
文
化
の
重
要
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

 

一
方
、
企
業
の
成
長
・
発
展
の
歴
史
と
広
報
へ
の
明
確
な
姿

勢
と
の
間
に
強
い
相
関
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｎ
Ａ
『
翼
の

王
国
』
の
場
合
、
一
九
六
五
年
は
Ｂ
五
判
、
三
七
ペ
ー
ジ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
状
の
も
の
で
、「
現
在
窮
乏
、
将
来
有
望
」
の
時
代
を

表
し
て
い
る
。
八
〇
年
代
半
ば
に
国
際
定
期
路
線
の
運
航
を
開

始
す
る
と
、
内
容
も
海
外
特
集
が
多
く
な
り
、
ペ
ー
ジ
数
も
増
大

し
て
い
る
（
三
七
）
。
時
代
を
泳
ぎ
抜
く
大
企
業
の
広
報
誌
か
ら
、
そ

の
産
業
お
よ
び
時
代
文
化
の
変
遷
を
歴
史
的
に
跡
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
広
報
誌
は
企
業
の
広
報
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化

誌
の
性
格
を
備
え
る
雑
誌
と
し
て
長
い
時
間
を
経
て
社
会
全
体

の
文
化
や
規
範
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
原
武
史

は
国
民
の
共
時
的
体
験
を
演
出
す
る
国
鉄
に
対
抗
す
る
関
西
私

鉄
を
「
官
」
か
ら
独
立
し
よ
う
と
す
る
文
化
装
置
と
し
て
捉
え
、

私
鉄
会
社
の
立
場
か
ら
私
鉄
が
確
立
し
た
生
活
文
化
圏
と
大
阪

の
「
帝
都
」
へ
の
変
質
を
論
じ
た
（
三
八
）
。
交
通
を
媒
介
と
し
て
都

市
を
含
め
た
日
本
全
体
に
ま
た
が
る
思
想
史
を
物
語
る
こ
と
が

で
き
る
。
交
通
が
ど
の
よ
う
に
国
家
・
都
市
文
化
の
構
築
に
関

与
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
を
、
交
通
文
化
の
多
層
性
か
ら
見
よ
う

と
す
る
際
に
、
広
報
誌
も
良
好
な
研
究
素
材
と
な
る
。 

 

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
は
、
交
通
広
報
誌
の
資
料
的
価
値
が
確

認
で
き
よ
う
。 

 

た
だ
、
交
通
系
広
報
誌
に
関
す
る
研
究
は
鉄
道
を
中
心
に
展

開
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
が
、
周
縁
的
な
交
通
手
段
と
し
て
の
船

舶
や
飛
行
機
な
ど
の
研
究
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で

あ
る
。
宇
田
正
は
、
鉄
道
シ
ス
テ
ム
が
文
化
の
一
つ
の
枠
組
み
と

し
て
、
前
近
代
的
か
つ
伝
統
的
な
社
会
の
文
化
体
系
を
徐
々
に

破
壊
し
て
い
く
一
方
で
、
次
第
に
国
内
社
会
の
あ
り
方
や
日
本

人
の
内
面
的
な
感
性
と
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
く
様
子
を
描
い

て
い
る
（
三
九
）
。
こ
の
よ
う
に
、
鉄
道
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
近
代

国
家
に
つ
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
基
盤
と
す
る
研
究
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
は
、
国
境
を
「
越
境
」

す
る
船
舶
・
航
路
が
展
開
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
船
会
社
の
広
報
誌
へ
の
進
出
に
関
す  

九
年
以
降
昭
和
初
期
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
三
四
）
。

そ
の
あ
と
、
国
家
機
関
が
主
体
と
な
っ
て
の
鉄
道
沿
線
の
旅
行

案
内
書
が
一
貫
し
て
編
纂
さ
れ
続
け
る
。 

 

先
行
研
究
で
は
、
鉄
道
旅
行
案
内
が
豊
富
な
情
報
を
保
有
す

る
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
し
ば
し
ば
焦

点
化
さ
れ
る
の
は
、
具
体
的
な
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
大
道

は
「
旅
」
に
お
け
る
恐
山
の
位
置
付
け
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
。
娯

楽
を
主
体
と
し
た
近
代
の
旅
、
す
な
わ
ち
観
光
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

と
い
う
新
た
な
旅
の
文
化
を
成
立
さ
せ
る
も
の
は
、
近
代
輸
送

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
、
鉄
道
旅
行
案
内
に
よ
っ
て
、
恐
山
は

鉄
道
網
か
ら
脱
落
し
、「
訪
れ
る
べ
き
場
所
」
か
ら
「
車
窓
の
風

景
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
（
三
五
）
。
広
瀨
も
鉄
道
旅
行
案
内
を
利

用
し
、
温
泉
地
域
の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
快
に
説
明
し
た

（
三
六
）
。 

 

た
だ
、
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
目
的
地
と
し
て
の
観
光
地
の

数
々
を
紹
介
す
る
が
、
ル
ー
ト
に
関
す
る
描
写
は
少
な
い
。
単
な

る
ど
こ
か
の
旅
行
先
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
・
旅
行
先
に
対
す
る

ま
な
ざ
し
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
広
報
誌
は
移
動
す
る

こ
と
そ
れ
自
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
な
機
能

の
一
つ
で
あ
る
。
客
観
的
な
観
光
地
情
報
の
網
羅
よ
り
、
広
報
誌

は
よ
り
主
観
的
で
あ
り
、
企
業
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
り
忠
実

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
企
業
の
意
図
や
行
動
を
よ
り
立
体
的
に
捉

え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

四 

お
わ
り
に 

  

こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
交
通
系
広
報
誌
研
究
の
系
譜
を
振

り
返
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
と
機
能
に
注
目
し
な
が
ら
、
雑
誌

の
内
容
分
析
を
通
じ
て
色
々
な
側
面
か
ら
交
通
と
都
市
文
化
・

経
済
・
政
治
の
関
連
性
を
考
察
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。 

 

広
報
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
企
業
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
質

を
内
包
す
る
か
ら
こ
そ
、
会
社
の
集
客
戦
略
を
全
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
私
鉄
経
営
に
乗
り
出
し
た

小
林
一
三
は
乗
客
を
誘
致
す
べ
く
、
沿
線
住
宅
地
や
遊
園
地
の

開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
大
量
に
ば
ら
ま

き
、
独
特
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
形
成
し
た
と
い
う
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る
考
察
は
、
広
報
誌
研
究
を
補
足
す
る
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
を
相

対
化
す
る
船
の
文
化
意
義
の
解
明
に
も
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
鉄
道
と
比
べ
て
非
日
常
性
を
帯
び
て
い
る

 

（
一
） 

岡
田
芳
郎
「『
海
』
大
阪
商
船
株
式
会
社 

一
九
三
二
年
」『
ア
ド
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ス
』
第
六
九
号
、
二
〇
一
九
年
、
四
七
頁
。 

（
二
） 

根
川
幸
男
『「
海
」
復
刻
版
解
説
』
二
〇
一
八
年
、
柏
書
房
。 

（
三
） 

猪
狩
誠
也
『
日
本
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
一
〇
〇
年
』
同
友
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三

頁
。 

（
四
） 

同
前
、
六
頁
。 

（
五
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
二
七―

四
一
頁
。 

（
六
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
四
二
頁
。 

（
七
） 

津
金
澤
聡
廣
、
佐
藤
卓
己
『
広
報
・
広
告
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
三
年
。 

（
八
） 

三
島
万
里
「
広
報
誌
を
読
む
」『
文
化
学
園
大
学
紀
要
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
六

年
、
八
三
頁
。. 

（
九
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
四
九
頁
。 

（
一
〇
） 

小
玉
武
『「
洋
酒
天
国
」
と
そ
の
時
代
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。 

（
一
一
） 

三
島
万
里
『
広
報
誌
が
語
る
企
業
像
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
。 

（
一
二
） 

三
島
万
里
『
企
業
広
報
誌
の
世
界
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
一
六
三

頁
。
企
業
広
報
誌
の
機
能
と
し
て
、
三
島
は
製
品
情
報
伝
達
機
能
、
製
品
解
説
機
能
、

企
業
理
念
・
企
業
活
動
伝
達
機
能
、
文
化
伝
承
機
能
、
娯
楽
提
供
機
能
、
課
題
設
定
機

能
、
世
論
形
成
機
能
、
世
論
変
更
機
能
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
威
信

付
与
機
能
、
満
足
感
醸
成
機
能
、
の
一
一
点
を
あ
げ
た
。 

船
へ
の
着
目
は
、
文
化
装
置
と
し
て
の
交
通
の
位
置
付
け
の
よ

り
多
角
的
な
究
明
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 （
一
三
） 

三
島
万
里
「
広
報
誌
と
歩
く
（
一
）」『
文
化
学
園
大
学
・
文
化
学
園
大
学
短
期

大
学
部
紀
要
』
第
五
一
集
、
二
〇
二
〇
年
、
八
〇
頁
。
三
島
は
『
烏
梅
』
を
あ
げ
、
広

報
誌
の
一
二
番
目
の
役
割
機
能
と
し
て
の
「
地
域
と
の
社
会
信
頼
資
本
創
出
機
能
」
を

提
起
し
た
。 

（
一
四
） 

三
島
万
里
「
企
業
広
報
に
お
け
る
広
報
誌
の
役
割
の
研
究―

そ
の
歴
史
的
変
遷

と
今
後
の
展
望
」
東
京
経
済
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
。 

（
一
五
） 

菊
池
暁
「
洋
食
・
日
本
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム―

明
治
屋
Ｐ
Ｒ
誌
に
見
る―

」『
Ｖ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
』
第
七
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。 

（
一
六
） 

山
口
昌
男
『「
敗
者
」
の
精
神
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。 

（
一
七
） John M

icklethwait, Adrian W
ooldridge, 

鈴
木
泰
雄
（
訳
）『
株
式
会
社
』
ラ

ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

（
一
八
） Stuart Ewen, 

平
野
秀
秋
、
左
古
輝
人
、
挟
本
佳
代
（
訳
）『
Ｐ
Ｒ
！
世
論
操
作

の
社
会
史
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
三
年
。 

（
一
九
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
三
頁
。 

（
二
〇
） 

瀨
領
大
輔
、
リ
オ
ポ
ル
ド
・
ウ
ェ
チ
ュ
ラ (Leopold W

etula)

「
日
本
と
米
国

の
高
速
鉄
道
投
資
の
比
較
」『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス=The Finance

：
財
務
省
広
報
誌
』
第
五

六
巻
第
一
号
、
二
〇
二
〇
年
、
四
頁
。 

（
二
一
） 
一
九
〇
三
年
の
大
阪
市
街
電
鉄
、
一
九
〇
五
年
の
阪
神
電
気
鉄
道
（
大
阪
出
入

橋―

神
戸
三
宮
の
都
市
間
を
結
ぶ
）、
一
九
〇
七
年
の
南
海
電
気
鉄
道
に
よ
る
難
波―

和
歌
山
間
全
線
電
化
、
一
九
一
〇
年
の
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
（
大
阪
北
部
）（
現
在
の
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阪
急
電
鉄
箕
面―

宝
冢
線
）、
兵
庫
電
気
軌
道
（
現
在
の
山
陽
電
鉄
）、
京
阪
電
気
鉄

道
、
一
九
一
二
年
の
大
阪
高
野
鉄
道
（
現
在
の
南
海
高
野
線
）
に
よ
る
汐
見
橋―

長
野

間
に
お
け
る
電
車
併
用
運
転
の
実
現
、
一
九
一
四
年
の
大
阪
電
気
鉄
道
（
現
在
の
近
鉄

奈
良
線
）
な
ど
。 

（
二
二
） 

永
藤
清
子
「
阪
神
電
気
鉄
道
の
発
達
と
阪
神
地
域
に
お
け
る
郊
外
生
活
の
形

成
」『
甲
子
園
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
三―

二
〇
頁
。 

（
二
三
） 

竹
村
民
郎
「
余
暇
環
境
と
し
て
の
郊
外
の
成
立 

阪
神
電
鉄
Ｐ
Ｒ
誌
『
郊
外
生

活
』
に
関
連
し
て
」『
日
本
人
の
労
働
と
遊
び
・
歴
史
と
現
状
』
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
、
一
一
三―
一
三
一
頁
。 

（
二
四
） 

竹
村
民
郎
『
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
（
竹
村
民
郎
著
作
集
三
）』
三
元
社
、

二
〇
一
二
年
。 

（
二
五
） 

竹
村
民
郎
『
笑
楽
の
系
譜―

都
市
と
余
暇
文
化—

』
同
文
館
出
版
株
式
会
社
、

一
九
九
六
年
。 

（
二
六
） 

安
野
彰
「
戦
前
期
の
郊
外
住
宅
地
の
形
成
と
宝
塚
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
」

『
し
つ
ら
い
』
第
六
巻
、
二
〇
一
五
年
。 

（
二
七
） 

白
戸
健
一
郎
「
中
国
東
北
部
に
お
け
る
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
文
化
政
策
研
究
序
説

—
—

満
鉄
弘
報
課
の
活
動
を
中
心
に
」『
京
都
大
学
生
涯
教
育
学
・
図
書
館
情
報
研

究
』
第
九
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
三―

一
三
七
頁
。 

（
二
八
） 

和
海
西
原
「
満
州
に
お
け
る
弘
報
メ
デ
ィ
ア—

—

満
鉄
広
報
課
と
『
満
洲
グ
ラ

フ
』
の
こ
と
な
ど
」『
國
文
學
：
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
五
一
巻
、
第
五
号
、
二
〇

〇
六
年
、
七
四―

八
三
頁
。 

（
二
九
） 

白
山
真
理
『〈
報
道
写
真
〉
と
戦
争―

一
九
三
〇―

一
九
六
〇―

』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
四
年
。 

（
三
〇
） 

竹
葉
丈
「
絵
画
の
効
果
、
写
真
の
機
能—

—

写
真
家
・
淵
上
白
陽
と
『
満
洲
グ

ラ
フ
』」『
満
洲
グ
ラ
フ
』
複
製
版
、
第
十
五
巻
、
満
鉄
会
監
修
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇

〇
九
年
、
一
四
五―

五
七
頁
。 

（
三
一
） 

半
田
ゆ
り
「
他
者
と
し
て
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
と
女
性―

『
満
洲
グ
ラ
フ
』
に
お
け

る
植
民
地
表
象
の
様
式
」『
映
像
学
』
第
一
〇
一
巻
、
二
〇
一
九
年
、
二
七
～
四
八

頁
。 

（
三
二
） 

鉄
道
国
有
化
後
に
設
置
さ
れ
た
鉄
道
管
轄
官
庁
。
鉄
道
国
有
法
公
布
の
翌
一
九

〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
四
月
一
日
、
国
有
鉄
道
の
業
務
運
営
官
庁
と
し
て
逓
信
省
に

帝
国
鉄
道
庁
が
設
け
ら
れ
た
が
、
国
有
鉄
道
の
運
営
と
私
設
鉄
道
な
ど
の
監
督
と
を
一

元
的
に
管
轄
す
る
た
め
、
一
九
〇
八
年
一
二
月
五
日
に
鉄
道
院
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の

さ
い
、
従
来
の
鉄
道
管
轄
官
庁
で
あ
る
逓
信
省
鉄
道
局
お
よ
び
帝
国
鉄
道
庁
は
廃
止
さ

れ
た
。
内
閣
直
属
で
、
国
有
鉄
道
の
運
営
と
、
国
内
の
鉄
道
・
軌
道
、
南
満
洲
鉄
道
な

ど
の
監
督
に
あ
た
り
、
事
業
規
模
は
年
々
拡
大
し
た
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
五

月
一
五
日
、
鉄
道
省
に
昇
格
し
た
。
戦
前
の
日
本
で
、
鉄
道
に
関
す
る
業
務
を
管
轄
し

て
い
た
国
家
行
政
機
関
の
一
つ
で
あ
る
。 

（
三
三
） 

荒
山
正
彦
「『
旅
程
と
費
用
概
算
』
に
み
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
」『
関
西
大
学
院

先
端
社
会
研
究
所
概
要
』
第
八
号
、
二
〇
一
二
年
、
一―

一
七
頁
。 

（
三
四
） 

平
田
剛
志
「
鉄
道
省
編
『
鉄
道
旅
行
案
内
』
諸
版
の
比
較
研
究
」『Core 

Ethics

』
第
八
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
四
頁
。 

（
三
五
） 

大
道
晴
香
「
霊
場
恐
山
の
近
代
化―

大
正
期
の
「
観
光
化
」
を
め
ぐ
っ
て
」

『
文
化
批
評
』
第
七
巻
、
二
〇
一
六
年
、
二
二―

四
五
頁
。 

（
三
六
） 

広
瀨
正
剛
『
旅
行
案
内
書
を
主
な
分
析
資
料
と
し
た
温
泉
地
域
の
近
代
化
過
程

に
関
す
る
研
究
』
北
海
道
大
学
、
二
〇
二
一
年
。 

（
三
七
） 

三
島
、
前
掲
論
文
（
二
〇
二
〇
年
）、
七
六
頁
。 

（
三
八
） 

原
武
史
『「
民
都
」
大
阪
対
「
帝
都
」
東
京―

思
想
と
し
て
の
関
西
私
鉄
』
講

談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
二
〇
年
。 

（
三
九
） 
宇
田
正
『
鉄
道
日
本
文
化
史
考
』
思
文
閣
、
二
〇
〇
七
年
。 

 

る
考
察
は
、
広
報
誌
研
究
を
補
足
す
る
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
を
相

対
化
す
る
船
の
文
化
意
義
の
解
明
に
も
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
鉄
道
と
比
べ
て
非
日
常
性
を
帯
び
て
い
る

 

（
一
） 

岡
田
芳
郎
「『
海
』
大
阪
商
船
株
式
会
社 

一
九
三
二
年
」『
ア
ド
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ス
』
第
六
九
号
、
二
〇
一
九
年
、
四
七
頁
。 

（
二
） 

根
川
幸
男
『「
海
」
復
刻
版
解
説
』
二
〇
一
八
年
、
柏
書
房
。 

（
三
） 

猪
狩
誠
也
『
日
本
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
一
〇
〇
年
』
同
友
館
、
二
〇
〇
三
年
、
三

頁
。 

（
四
） 

同
前
、
六
頁
。 

（
五
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
二
七―

四
一
頁
。 

（
六
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
四
二
頁
。 

（
七
） 

津
金
澤
聡
廣
、
佐
藤
卓
己
『
広
報
・
広
告
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
三
年
。 

（
八
） 

三
島
万
里
「
広
報
誌
を
読
む
」『
文
化
学
園
大
学
紀
要
』
第
四
七
号
、
二
〇
一
六

年
、
八
三
頁
。. 

（
九
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
四
九
頁
。 

（
一
〇
） 

小
玉
武
『「
洋
酒
天
国
」
と
そ
の
時
代
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。 

（
一
一
） 

三
島
万
里
『
広
報
誌
が
語
る
企
業
像
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
。 

（
一
二
） 

三
島
万
里
『
企
業
広
報
誌
の
世
界
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
一
六
三

頁
。
企
業
広
報
誌
の
機
能
と
し
て
、
三
島
は
製
品
情
報
伝
達
機
能
、
製
品
解
説
機
能
、

企
業
理
念
・
企
業
活
動
伝
達
機
能
、
文
化
伝
承
機
能
、
娯
楽
提
供
機
能
、
課
題
設
定
機

能
、
世
論
形
成
機
能
、
世
論
変
更
機
能
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
威
信

付
与
機
能
、
満
足
感
醸
成
機
能
、
の
一
一
点
を
あ
げ
た
。 

船
へ
の
着
目
は
、
文
化
装
置
と
し
て
の
交
通
の
位
置
付
け
の
よ

り
多
角
的
な
究
明
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 （
一
三
） 

三
島
万
里
「
広
報
誌
と
歩
く
（
一
）」『
文
化
学
園
大
学
・
文
化
学
園
大
学
短
期

大
学
部
紀
要
』
第
五
一
集
、
二
〇
二
〇
年
、
八
〇
頁
。
三
島
は
『
烏
梅
』
を
あ
げ
、
広

報
誌
の
一
二
番
目
の
役
割
機
能
と
し
て
の
「
地
域
と
の
社
会
信
頼
資
本
創
出
機
能
」
を

提
起
し
た
。 

（
一
四
） 

三
島
万
里
「
企
業
広
報
に
お
け
る
広
報
誌
の
役
割
の
研
究―

そ
の
歴
史
的
変
遷

と
今
後
の
展
望
」
東
京
経
済
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
。 

（
一
五
） 

菊
池
暁
「
洋
食
・
日
本
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム―

明
治
屋
Ｐ
Ｒ
誌
に
見
る―

」『
Ｖ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
』
第
七
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。 

（
一
六
） 

山
口
昌
男
『「
敗
者
」
の
精
神
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
。 

（
一
七
） John M

icklethwait, Adrian W
ooldridge, 

鈴
木
泰
雄
（
訳
）『
株
式
会
社
』
ラ

ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
。 

（
一
八
） Stuart Ewen, 

平
野
秀
秋
、
左
古
輝
人
、
挟
本
佳
代
（
訳
）『
Ｐ
Ｒ
！
世
論
操
作

の
社
会
史
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
三
年
。 

（
一
九
） 

猪
狩
、
前
掲
書
（
二
〇
〇
三
年
）、
三
頁
。 

（
二
〇
） 

瀨
領
大
輔
、
リ
オ
ポ
ル
ド
・
ウ
ェ
チ
ュ
ラ (Leopold W

etula)

「
日
本
と
米
国

の
高
速
鉄
道
投
資
の
比
較
」『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス=The Finance

：
財
務
省
広
報
誌
』
第
五

六
巻
第
一
号
、
二
〇
二
〇
年
、
四
頁
。 

（
二
一
） 

一
九
〇
三
年
の
大
阪
市
街
電
鉄
、
一
九
〇
五
年
の
阪
神
電
気
鉄
道
（
大
阪
出
入

橋―

神
戸
三
宮
の
都
市
間
を
結
ぶ
）、
一
九
〇
七
年
の
南
海
電
気
鉄
道
に
よ
る
難
波―

和
歌
山
間
全
線
電
化
、
一
九
一
〇
年
の
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
（
大
阪
北
部
）（
現
在
の
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表：各産業における代表的な交通系広報誌 

 

産産業業  発発行行主主体体  誌誌名名  刊刊行行期期間間  

鉄道 日本国有鉄道 R 1959-1987 

  国鉄首都圏ニュース 1963-不明 

  国鉄通信 不明-1982 

 東日本旅客鉄道 JR EAST 1987-2019 

  トランヴェール 1988-1991 

  Train vert 1991-現在 

 北海道旅客鉄道 The JR Hokkaido 1987-現在 

 九州旅客鉄道 Please  

  窓 1993-1999 

 四国旅客鉄道 JR 四国ニュース 1987-現在 

 東海旅客鉄道 L&G 1881-不明 

  かぎろひ 1989-不明 

  WEDGE 1989-現在 

  ひととき 1989-1992 2001-現在 

  やまとみち 1992-不明 

 西日本旅客鉄道 Blue Signal 1987-1995 1996-現在 

  Urban Network 1988-不明 

  シティ・ハイク オオサカ  

  JR WEST 1987-現在 

 小田急電鉄 小田急だより 1954-不明 

  マンスリー小田急 1967-不明 

  おだきゅう 1987-1995 

  ODAKYU VOICE 2008-2011 

  Odakyu voice home 2011-現在 

  小田急生活情報誌 CUE!  

 京王電鉄 京王ニュース 1955-現在 

  あいぼりー 1996-現在 

  京成文化 1949-不明 

  京成 1967-不明 

  京成らいん 不明-現在 

 近畿日本鉄道 近鉄 1947-1967 

  近畿文化 1949-不明 

  真珠 1952-1969 

  近鉄ニュース 1968-現在 

  きんてつ 1976-不明 

  沿線歳時記 1990-不明 

 京阪電気鉄道 くらしの中の京阪 1976-不明 
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  京阪 1949-不明 

  グラフ京阪 1981-不明 

  けいはんだより 1988-不明 

  京阪ニュース 不明-1999 

  K-PRESS 不明-現在 

 阪急電鉄 TOKK 1972-現在 

  LINEA 1990-不明 

  阪急沿線 1980-1984 

  HOT  

  山容水態 1913-1914 

 阪神電気鉄道 阪神 1965-1987 

  阪神電車 1966-不明 

  みなさまの足阪神電車 1976-不明 

  ホッと!HANSHIN 2007-現在 

  郊外生活 1914-1915 

船舶 日本郵船 THE TRAVEL BULLETIN 1920-1941 

  YUSEN 1957-現在 

 大阪商船 海 1924-1943 

 大阪商船三井船舶 海運調査月報 1951-1998 

 川崎汽船 川崎汽船調査月報 1980-1990 

  情報開発月報 1990-1993 

  情報センター月報 1993-1994 

  調査月報 1994-2001 

  季刊瀬戸内海 1952-不明 

 商船三井客船 海  

 関西汽船 関汽旅行ニュース 1967-不明 

 商船三井 えちか 2004-2012 

 東洋汽船 

ジャパン：東洋旅行と交易発

展の絵（写真）入り雑誌/ジャ

パン：海外観光雑誌 

1910-1930 

 日本郵船と近海郵船 海の旅 1931 

航空 日本航空 Jet travel 1962-不明 

  季刊おおぞら 1973-1989 

  ジェットトラベル 不明-1979 

  Winds 1979-2003 

  CURRENTS 1989-2007 

  Agora 1991-現在 

  Skywards 2003-現在 

  明日の翼 2013-現在 

 全日本空輸（ANA） 翼の王国 1960-現在 
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  ていくおふ 1977-現在 

  WINGSPAN 1988-現在 

交通局 奈良交通 奈良交通ニュース 1976-不明 

 三重交通 車窓 1948-不明 

 都営交通 ふれあいの窓  

自動車 東海自動車 伊豆だより 1938-2011 

 大分バス まりんぶるー 1983-不明 

 阪急タクシー フロントガラスの向こう側  

物流 ヤマト運輸 クロネコだより 1983-不明 2007-現在 

 大和運輸 YAMATO  

    

出典：三島万里『企業広報誌の世界』が作成した企業広報誌目録（運輸関連業）と「経済

広報センター」（https://www.kkc.or.jp/）ウェブサイトより筆者作成 
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